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Chika Kisada
幾左田 千佳さん
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F i l e : 0 0 9

C A G E D

asuka_kudoh

Photography : Hiroki Mori hiroki_mori_photographer

Styling : Tomoko Tanaka tomoko.t_____

Hair & Make-up : Mizuki Yamada hair_mzk_make

Model : Marina

黒のベロアレオタード 34000円、クリノリントップ、黒
クリノリンスカート、白クリノリンスカート全て参考商品

（Chika Kisada 03-3373-7493）、リブトレンカ 1400円
（靴下屋／ Tabio 03-6419-7676）、その他スタイリス
ト私物

バルーン協力（株）アキザト

自由かと思えば不自由を感じた
り、実は籠は開いているのに出ら
れない自分がいたり、もしかする
と籠の中の方が自由なのかも知
れない。当たり前な事は当たり
前ではなく、視点を変えれば意
味のないことも意味をなす。

ドレスメーカー学院ファッションデザイン科を2006
年卒業、2015年事務所より独立、テレビドラマ、広
告をメインにタレントやアイドルの衣装デザイン、
製作等幅広く手がけている。エッジの効いたスタイ
ルを得意とする。現在アシスタント募集中。

marina1103333

Art director : Asuka Kudoh
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テクスト　デザイナー／石川 俊介さん

Tex t#1

ていて、羊はほぼ自然環境で育っています。虫も湧かな
いので、ミュールジング（虫の寄生を防ぐため、子羊の
臀部を切り取ること）も必要ありません。そんな究極の
オーガニックウールが原料になっているんです」
現地で買い付けたオーガニックウールは、日本で唯一
オーストラリアのACO認定（オーガニック認定）を受けた
東亜紡績の宮崎工場で紡績され、尾州産地の高銀毛織
の古いションヘル織機で織られる。「日本製の重要な工
程」と石川さんが強調する縫製は、長年付き合いのある
国内の熟練工を擁した工場に依頼。こうして1着の服が
できるわけだが、パタゴニアで原料を買い付けてから1
年以上の月日を要するという。
ペルーの茶色の綿を使ったオーガニックコットンや、ペ
ルーのブラックアルパカのコレクションも素晴らしい。「完
全にサスティナブルな染色は難しいので、テクストでは
原料の色を染めずにそのまま生かしているものが多くあ
ります。珍しい茶色の綿は、ペルーで200メートル分だけ
確保できた希少なもの。ブラックアルパカも、数百頭し
か飼育されていない非常に珍しいものです」
とにかく、一着の服に様々なこだわりとストーリーが詰
まっているテクストの服。デザインを学ぶ学生にこそ、こ
ういう服に触れてほしいと思う。

「マーカ（marka）」「マーカウェア（MARKAWEAR）」のデ
ザイナーとして活躍する石川俊介さんは、モノ作りに長け
た日本のメンズデザイナーのなかでも、ひときわ目立つ
存在だ。2002年にブランドを立ち上げて以来、一貫して
日本の機屋や縫製工場と密に取り組み、メイド・イン・
ジャパンにこだわったモノ作りを進めてきた。そんな日
本の産地を熟知した石川さんが、19‒20年秋冬シーズン
に立ち上げた新ユニセックスブランドが「テクスト」だ。
コンセプトは「ファーム・トゥー・クローゼット」。アルゼ
ンチン、ペルー、モンゴルなどで生産者から直接買い付
けた原料をもとに、すべての服作りの工程をサスティナ
ブルな手法で作るブランドだ。「５〜６年前にオーストラリ
アのオーガニックウールを使ったことで、原料への興味
が湧き、原料から服になるまでの全工程に目をはせたブ
ランドを作りたいと思いました」と石川さんは説明する。
なかでも、ブランドの象徴的な素材が、アルゼンチンの
パタゴニア地方で原料から買い付けたオーガニックウー
ルだ。「商社の人に聞いてもなかなか現場の情報が入っ
てこないので、それなら現地で自分の目で見てみようと
思ったのがキッカケ。パタゴニア地方は寒冷で風が強く、
牧羊以外の農業ができない土地です。羊一頭につき東
京ドーム一個分の土地があるくらい広大な自然が広がっ

パタゴニアで原料から買い付けた
究極のオーガニックウール

モノ作りは社会に出てから覚え
られるので、デザインを徹底的
に学んでください。世界は自分
の目で見た方が楽しいですよ！

学生へ一言!

（上）ブラックアルパカのセーター
（下）希少なブラウンコットンの綿
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1.アルゼンチン・パタゴニアの雄大な大地
2.いい生地を作るには職人の腕が欠かせない
3.高銀毛織のショヘルン織機
4.ACO認定を受けた東亜紡績の宮崎工場　
5.この可愛い羊の毛が服になる
6.羊はほぼ自然環境で育つ
7.現地の羊飼いの方々と石川さん　
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メンズデザイナーと産地の密な取り組み
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東京には、展示会ベースで活動するメンズブランドが数多存在する。
一見すると地味だが、全国の機屋さんと密に取り組みながら
オリジナルの生地にこだわっているブランドも多い。
こうした「こだわり系メンズ」のデザイナーは、
どのように産地機業と取り組み、オリジナルの生地を作っているのだろうか。

「テクスト（Text）」の石川俊介さん、「ザ・クラシック（The CLASIK）」の田中健さん、
「ユハ（JUHA）」の武長遼さんの3人に話を聞いた。

文／ファッションジャーナリスト　増田海治郎
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（上）織機のセッティングを行う古橋社長
（下）小松マテーレの染色工程

ね、とか言われたりしますが、うちみたいなミニマルなブ
ランドで色ブレがあると緊張感がなくなってしまう。今季
はブラウンとベージュの色味を大事にしていて、コレク
ションとしての統一感を意識しました。72双のウオッシャ
ブルウールのカットソーは、度を詰めて編んでもらうこと
で、斜行しないように仕上げています。ウィメンズっぽい
生地ですけど、こういうのがユハらしさなのかなと思って
います」　
昔からの付き合いを大事にしていて、取引のある機業と
は、なるべくスキップをしない（取引を継続する）のも素晴
らしい。「服は一人で作れるものではないし、現場の職人
に教えてもらいながら作るのが楽しいので、人間関係は
大事にしています。もっとブランドを大きくして、これまで
お世話になった産地の方たちに恩返ししたいですね」

M A T E R I A L  M AT E R I A L  

ジェンダーレスかつ繊細なクリエーションで、人気急上昇
中の「ユハ」。デザイナーの武長遼さんは、大阪文化服装
学院を卒業後、「トローヴ（TROVE）」で経験を積み、26
歳で自身のブランドを立ち上げた。ブランドのコンセプト
は「自然と共存するデザインと性能」。「エコロジカルとい
うよりは、最新の合繊系の素材を使いつつ、自然と融合し
ていきたいという意思を込めています」と武長さんは説明
する。
素材にもこだわっていて、春夏は全体の６〜７割、秋冬は
８割の生地をオリジナルで製作する。とくにウールに強い
ブランドなので、定期的に通っているのが愛知の尾州産
地だ。「トローヴは工場背景があるブランドだったので、そ
の繋がりが今も生きているんです。信頼している生地問
屋さんが2社あって、シーズン前に一緒に機屋さんをま
わって、膨大な数のサンプルをチェックします。それでピン
と来た生地をピックアップして、煮詰めていく感じです。
ウールの場合は、昔から付き合いのある人が間に入ると、
問題やブレが生じた時に対処しやすいんです。信頼して
いる人以外とは取引しない機屋もあるので、僕の場合は
間に入ってもらった方がやりやすいですね」
生地を作るうえで、武長さんがもっとも大切にしているの
は色の出方。「ウールは生き物だから色ムラは仕方ないよ

服は1人で作れないから
現場の職人との人間関係が大事

す」コートの裏地には、贅沢にも「トーマス・メイソン」の
シャツ地を採用。「旧き良き時代の技術で織った表地と、
トーマス・メイソンのモダンさを対比させたかったんです。
表地より裏地の方が高くなってしまいましたが、もちろん
着心地は最高ですよ」
レインコートは、小松マテーレの生地。「ポリエステル×ナ
イロンの高密度タフタで、織りだけでベンタイルのような

『クリスピー感』を表現したいと思いました。裏にシレー加
工をしてハリ感を出して、表は綿っぽさを表現するために
微起毛をかけています。さらに、ナイロンには縮絨的なBJ
加工を施して、ハリ感を演出。コットンより大幅に軽くて、
ハリ感のある生地ができました」
ぱっと見はベーシックだけれど、着ると必ずや気づきがあ
るザ・クラシックの服。学生諸君には少々お高いけれど、
ぜひ袖を通して素晴らしさを体感してほしい。

東京でも屈指の人気ブランドに成長した「ザ・リラクス
（THE RERACS）」。同ブランドを展開するザ・リラクス

は、20年春夏シーズンから新ブランド「ザ・クラシック」を
立ち上げる。デザイナーは、「マーガレット・ハウエル」の
メンズデ ザイナーとして活 躍した田中 健さん。「New  
Classic  New  Modern」をコンセプトに、ファーストシー
ズンはシングルとダブルのトレンチコート、モッズコートな
ど11型をラインナップする。

「普遍的に続いてきた美しい服に、現代のエッセンスを加
えて、より良いものに昇華させるのがザ・クラシックの理
念。ほとんどのアイテムは毛芯で作っていて、着れば着る
ほど味が出る作りになっています」と話す田中さん。
ファーストシーズンの素材の８割は、「フォックス ブラザー
ズ」「ドーメル」などの欧州の高級素材。残りは日本の機
業と取り組んで開発したオリジナル素材だ。2シーズン目
は、その比率が逆になる予定で、より国内産地との取り
組みを強化していくという。
モッズコートに採用した80/2のダウンプルーフ（高密度
の平織り）は、浜松の古橋織布で織ったもの。「昔ながら
の低速織機で、ゆっくり高密度で織り上げています。高速
で織ると糸の繊維に空気が入らず、本来の風合いが失
われてしまいますが、低速だと空気がちゃんと入るんで

普遍的に続いてきた美しい服に
現代のエッセンスを加える

学生時代の友人は、人生の宝。
今も刺激し合える仲間がいるの
は素晴らしいことです。

学生へ一言!

自分は何が好きで、どういう方向
性に行きたいのかは、学生時代
に見つけた方がいいと思いま
す。お店のリサーチも大切！

学生へ一言!

大阪の生地問屋BE FREEの倉庫の様子
さまざまな生機やサンプルが並ぶ

ユハ　デザイナー／武長 遼さん

J U H A#3
ザ・クラシック　デザイナー／田中 健さん

T h e  C L AS I K#2
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T O KYO  B R A N D  P I C K  U P

フ ァ ッ シ ョ ン の 裏 技 拝 見

Interview : Masahiro Kubo, Sakura Tsuchiya　Interview Photo : Sakura Tsuchiya 

デザイナー／ 幾左田 千佳さんChika Kisadaチカキサダ 

幾左田 千佳　Chika Kisada
幼少期よりクラシックバレエを学ぶ。コ
ンクールなどで数々の成績を収め、バ
レエダンサーとして舞台で活動した
後、2007年に「REKISAMI（レキサミ）」、
2014年に「Chika Kisada（チカキサダ 
）」を立ち上げる。バレエと音楽、都市
の空気をインスピレーションに、強く生
きる女性のための服を製作している。

PROFILE

2020 SS COLLECTION

　
2
0
1
9
年
春
夏
よ
り
2
シ
ー
ズ
ン
、イ
タ
リ
ア

フ
ァッ
シ
ョ
ン
協
会
の
支
援
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
ミ
ラ
ノ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た「
チ
カ
キ
サ
ダ
」は
、元
バ

レ
リ
ー
ナ
と
い
う
経
歴
を
持
つ
デ
ザ
イ
ナ
ー
幾
左
田
千

佳
さ
ん
が
自
身
の
名
前
を
冠
し
て
立
ち
上
げ
た
レ
デ
ィ

ス
ブ
ラ
ン
ド
。
幾
左
田
さ
ん
が
フ
ァッ
シ
ョ
ン
の
舞
台
で

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
探

り
に
ア
ト
リ
エ
を
訪
ね
た
。

▪
バ
レ
エ
の
世
界
か
ら
フ
ァッ
シ
ョ
ン
業
界
へ
進
ん
だ
道

の
り
は
？

　
3
歳
の
時
か
ら
バ
レ
エ
一
色
の
人
生
で
し
た
。
華
や

か
な
表
舞
台
と
、過
酷
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ラ
イ
バ
ル

と
競
い
合
う
裏
舞
台
。
誰
よ
り
も
練
習
を
重
ね
て
技

量
を
高
め
な
く
て
は
と
い
う
焦
り
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と

戦
う
ス
ト
イ
ッ
ク
な
世
界
で
し
た
。
中
学
を
卒
業
し
て

バ
レ
エ
の
専
門
学
校
へ
進
学
、卒
業
後
は
海
外
留
学
も

視
野
に
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、身
体
の
故
障
で
ど
う
し

て
も
続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
引
退
。
そ
れ
ま
で
築

い
た
夢
や
目
標
を
全
て
失
い
落
ち
込
ん
だ
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も
生
き
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
、何
か
職
業
に
就
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
、一

番
興
味
を
惹
か
れ
た
フ
ァッ
シ
ョ
ン
に
手
を
伸
ば
し
、

今
の
会
社
に
セ
ー
ル
ス
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。

▪
セ
ー
ル
ス
か
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
、そ
し
て
ブ
ラ
ン
ド
を

立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
は
？

　
当
時
会
社
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
務
め
て
い
た
恩
師
が
、

私
が
バ
レ
エ
で
培
っ
て
き
た
感
覚
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

才
能
を
感
じ
て
く
れ
て「
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
て
み

な
い
か
」と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

フ
ァッ
シ
ョ
ン
の
教
養
も
キ
ャ
リ
ア
も
な
い
の
で
迷
い
も

あ
り
ま
し
た
が
、「
学
校
で
習
う
だ
け
の
こ
と
は
教
え

て
あ
げ
ら
れ
る
」と
手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
り
、デ

ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
修
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
時

に
立
ち
上
げ
た
ブ
ラ
ン
ド
が「
レ
キ
サ
ミ
」で
す
。レ
キ

サ
ミ
は
今
の
空
気
感
を
大
事
に
し
た
リ
ア
ル
ク
ロ
ー
ズ

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
展
開
し
続
け
て
い
ま
す
。
7
年
後
、

そ
の
世
界
観
と
は
切
り
離
し
、バ
レ
エ
で
培
っ
た
自
分

の
生
き
甲
斐
を
色
濃
く
し
た
ブ
ラ
ン
ド
を
発
表
し
た

い
と
思
い
、タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
っ
て「
チ
カ
キ
サ
ダ
」を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

▪
チ
カ
キ
サ
ダ
の
こ
だ
わ
り
は
？

　
バ
レ
エ
で
の
経
験
を
背
景
に
、儚
さ
や
美
し
さ
の
中

に
あ
る
ス
ト
イ
ッ
ク
な
部
分
を
パ
ン
ク
に
置
き
替
え
た

「
強
い
エ
レ
ガ
ン
ス
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い
ま
す
。
バ

レ
エ
の
要
素
を
大
事
に
し
て
い
る
以
上
、布
と
身
体
の

関
係
性
を
突
き
詰
め
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
が
常
に

あ
る
の
で
、着
た
時
の
動
き
や
着
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ

の
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
生
活
の
色
が
よ
り
濃
く
な
る

よ
う
な
服
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
時
に
目
立
ち
す
ぎ

て
は
い
け
な
い
し
、時
に
は
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
美
し
い
、

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

▪
20
年
春
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

　
モ
ネ
の
世
界
観
を
ベ
ー
ス
に
柄
や
質
感
、強
さ
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
表
現
し
ま
し
た
。
前
シ
ー
ズ
ン
、パ
リ
の

展
示
会
後
に
行
っ
た
オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
美
術
館
で「
睡

蓮
」の
ス
ペ
ー
ス
に
た
ま
た
ま
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
置
い

て
あ
っ
て
、そ
の
空
間
に
居
合
わ
せ
た
瞬
間
、ぶ
わ
っ

と
感
情
が
込
み
上
げ
る
と
同
時
に
す
ご
く
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
ん
で
す
。
こ
う
い
う
感
覚
を
覚
え
る
人
っ
て
今
の

時
代
多
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
服
を
き
っ
か
け
に
同

じ
よ
う
な
気
持
ち
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

▪
ミ
ラ
ノ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
発
表
し
た
感
想
は
？

　
音
楽
か
ら
演
出
ま
で
、総
合
芸
術
と
し
て
携
わ
れ
た

と
い
う
感
覚
で
す
。
シ
ョ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
つ
く
る
こ
と
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
大
き
な

経
験
で
し
た
。
か
つ
て
も
留
学
を
視
野
に
入
れ
て
い
た

よ
う
に
、も
と
も
と
世
界
で
挑
戦
し
よ
う
と
志
し
て
ブ

ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
た
の
で
、初
回
か
ら
海
外
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
出
展
し
苦
戦
し
な
が
ら
も
諦
め
ず
出

し
続
け
た
結
果
の
出
来
事
。
す
ご
く
実
の
あ
る
体
験
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、や
る
か

ら
に
は
と
こ
と
ん
や
っ
て
表
現
し
て
い
き
た
い
。
バ
レ
エ

で
培
っ
て
き
た
忍
耐
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
今
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

モネが描いた絵画の質感やコントラストを表現するため、何度も試作したというテキスタイル。レイヤードすることで色が重なり合い滲み出す。

布と身体の関係性を突き詰めて
とことん表現していきたい
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▪
プ
レ
ス
業
務
と
は
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

　
当
社
で
は
プ
レ
ス
業
務
を
ブ
ラ
ン
ド
の
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
担
当
と
リ
ー
ス
担
当
に
分
け
て
い
ま
す
。

リ
ー
ス
は
、媒
体
へ
の
サ
ン
プ
ル
貸
し
出
し
が
主
な

業
務
で
す
。
ブ
ラ
ン
ド
の
知
識
を
し
っ
か
り
学
び
、

ス
タ
イ
リ
ス
ト
さ
ん
の
要
望
を
形
に
で
き
る
よ
う

お
洋
服
を
提
案
し
ま
す
。い
ま
私
が
担
当
し
て
い

る
ブ
ラ
ン
ド
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
業
務
は
、デ
ザ
イ

ナ
ー
が
作
り
上
げ
た
も
の
を
ブ
ラ
ン
ド
の
軸
や
目

指
す
方
向
性
に
合
わ
せ
、打
ち
出
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
、カ
タ
ロ
グ
な
ど
の
イ
メ
ー

ジ
戦
略
か
ら
ウ
ェ
ブ
な
ど
の
リ
ア
ル
な
目
線
で
の

打
ち
出
し
の
両
方
が
必
要
で
す
。
イ
メ
ー
ジ
だ
け

で
は
リ
ア
ル
な
着
こ
な
し
に
つ
な
が
ら
な
い
し
、リ

ア
ル
だ
け
を
追
求
し
て
も
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
憧
れ
を

生
み
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ブ
ラ
ン
ド
ご
と

に
や
り
方
は
様
々
で
す
が
、媒
体
を
使
い
分
け
な

が
ら
、イ
メ
ー
ジ
と
リ
ア
ル
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
表
現

す
る
の
が
、私
た
ち
の
仕
事
で
す
。
プ
レ
ス
業
務
は

幅
も
広
く
、タ
フ
で
な
い
と
勤
ま
ら
な
い
仕
事
だ

と
思
い
ま
す
が
、そ
の
分
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
部
署
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

▪
業
界
を
目
指
す
多
く
の
人
の
憧
れ
の
プ
レ
ス
で
す

が
、最
初
か
ら
プ
レ
ス
志
望
だ
っ
た
の
で
す
か
？

　
友
人
に
ア
パ
レ
ル
関
係
者
が
多
く
、最
初
は
興
味

本
位
で
志
望
し
て
マ
ッ
シ
ュ
に
入
社
し
ま
し
た
。
華

や
か
に
見
え
る
反
面
、実
際
の
業
務
は
想
像
以
上

に
大
変
で
し
た
。
出
社
し
て
、ま
ず
は
メ
ー
ル
を

チ
ェッ
ク
。
カ
タ
ロ
グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
他
部
署

と
の
ブ
ラ
ン
ド
会
議
、媒
体
の
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
の

進
行
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
シ
ョッ
パ
ー
や
カ
タ
ロ
グ

の
デ
ザ
イ
ン
確
認
、さ
ら
に
早
朝
ロ
ケ
や
有
名

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
起
用
し
て
の
カ
タ
ロ
グ
撮
影
の

場
合
、現
場
が
海
外
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

フ
ァッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
開
催
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
で
す
が
、そ
の
分
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ
な
こ
と
が
多
く
て
、毎
日
充
実
し
て
い
ま

す
。

的
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

▪
経
験
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
活
か
せ
る
仕
事

で
も
あ
る
の
で
す
ね
。
プ
レ
ス
に
な
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　
フ
ァッ
シ
ョ
ン
が
好
き
な
気
持
ち
と
ガ
ッ
ツ
が
あ

れ
ば
で
き
ま
す
。
私
自
身
、マ
ッ
シ
ュ
に
入
社
し
た

と
き
は
、P
C
す
ら
打
て
ま
せ
ん
で
し
た
が
、度

胸
と
根
性
は
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
見
え
な

い
地
道
な
仕
事
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、今
と
な
っ
て

は
大
き
な
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
業
務

が
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、何
事
も
先
回
り
し
て
進

め
た
り
、色
々
な
こ
と
を
吸
収
し
た
り
、社
内
外

で
様
々
な
人
と
関
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
必
要
で
す
。
ひ
と
つ
の
仕
事
が
実
を
結
ぶ
ご
と

に
、お
客
様
に
憧
れ
と
夢
を
与
え
ら
れ
る
お
仕
事

だ
と
思
う
の
で
、興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。

▪
業
務
の
幅
が
広
い
中
、プ
レ
ス

と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
何

で
す
か
？

　
ブ
ラ
ン
ド
愛
と
ブ
ラ
ン
ド
内
み

ん
な
の
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
い

く
こ
と
で
す
。
愛
が
な
い
と
精
一

杯
頑
張
れ
ま
せ
ん
し
、チ
ー
ム
の

仲
間
の
団
結
力
が
大
き
な
パ
ワ
ー

に
な
る
の
で
、こ
の
ふ
た
つ
は
大

事
に
し
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
の

世
界
観
が
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
、カ

タ
ロ
グ
ひ
と
つ
に
し
て
も
、カ
メ

ラ
マ
ン
、ス
タ
イ
リ
ス
ト
な
ど
、プ

ロ
の
ス
タ
ッ
フ
に
き
ち
ん
と
意
見

を
伝
え
、ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て

い
ま
す
。
ま
た
、外
部
の
方
と
関

わ
る
時
は
、ブ
ラ
ン
ド
の
方
向
性

を
分
か
り
や
す
く
示
せ
る
よ
う
、

話
す
と
き
の
順
序
や
流
れ
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
表
現
方
法
の

違
い
で
ブ
ラ
ン
ド
の
見
え
方
が
変

わ
る
と
思
う
の
で
、伝
え
方
は
か
な
り
意
識
し
て

い
ま
す
。
リ
リ
ー
ス
等
の
文
章
を
作
成
す
る
時
も
、

読
む
人
が
頭
の
中
で
想
像
で
き
る
よ
う
に
表
現
を

考
え
て
書
い
て
い
ま
す
。
良
く
も
悪
く
も
プ
レ
ス
の

感
性
と
行
動
力
が
試
さ
れ
る
仕
事
で
す
。
プ
レ
ス

は
、ブ
ラ
ン
ド
を
輝
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
重
要

な
パ
ー
ト
だ
と
思
う
の
で
、常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
、自
分
の
経
験
か
ら
い
い
と
思
っ
た
こ
と
は
積
極

FRAY I .D オフィシャルサイト　https://fray-id.com

三谷 麗子さん

株式会社マッシュスタイルラボ PR 事業部 FRAY I .D チーフプレス

V o l . 1 3

Interview : Masahiro Kubo, Yuri Hayashi　Interview Photo : Sakura Tsuchiya

ファッション業界のさまざまな職種で活躍するキーパーソンを紹介する連載vol.13は、
マッシュスタイルラボが展開するウィメンズブランド「FRAY I.D（フレイ アイディー）」の

チーフプレス、三谷麗子さん。プレスの仕事を探るため、麹町の本社を訪ねた。

フ ァ ッ シ ョ ン の 裏 技 拝 見

F E AT U R I N G  A  K E Y  P E R S O N

三谷 麗子　Reiko Mitani
2009年6月にマッシュスタイルラボ入社。プレス
アシスタントとして「SNIDEL」「gelato pique」
を担当した後、翌年からSNIDEL担当プレスを
務め、2012年より「FRAY I.D」を担当。メディア
リレーションやカタログ製作、SNS運用など、ブ
ランディングに携わる幅広い業務をこなす。グ
ループ会社であるマッシュビューティーラボが
手掛けるナチュラルメイクアップブランド「to/
one」の立ち上げの際には企画として携わるな
ど、活躍の場を広げている。
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減
っ
た
の
が
主
因
の
よ
う
だ
。

　
ト
レ
ン
ド
的
な
見
方
を
す
る
と
、や
は
り
世
界

共
通
で
、リ
ラ
ッ
ク
ス
感
や
シ
ン
プ
ル
で
フ
ェ
ミ
ニ
ン

な
要
素
、ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
と
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル(

持
続

可
能
性)

が
テ
ー
マ
と
し
て
は
浮
上
し
て
き
た
。
特

に
日
本
は「
周
回
遅
れ
」と
言
わ
れ
続
け
て
き
た
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
を
掲
げ
る
ブ
ラ
ン
ド
が
こ
こ
へ
来
て

急
激
に
増
え
た
と
言
え
る
。
世
界
的
に
見
れ
ば
、

当
た
り
前
の
テ
ー
マ
だ
が
、よ
う
や
く「
緒
に
就
い

た
」と
い
っ
た
感
じ
だ
。
さ
ら
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョン(

包
括
性
・
包
摂
性)

の
流
れ
も

強
ま
っ
て
お
り
、ア
フ
リ
カ
・
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
ラ

ゴ
ス
・
フ
ァッ
シ
ョン
ウ
ィ
ー
ク
と
の
交
換
企
画「
Ｆ

Ａ
Ｃ
Ｅ‒

Ａ
Ｊ
」も
象
徴
的
な
出
来
事
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
東
京
に
は
、海
外
に
あ
ま
り
無
い「
カ
ワ

イ
イ
」文
化
と
ス
ト
リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
が
あ
り
、

こ
の
点
で
は
独
自
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
せ
て
く
れ

る
ブ
ラ
ン
ド
も
存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、あ
る

意
味「
東
京
ら
し
さ
」な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
２
０
２
０
年
春
夏
シ
ー
ズ
ン
は
、冠
ス
ポ
ン
サ
ー

が
ア
マ
ゾ
ン
か
ら
楽
天
に
変
わ
り「
楽
天
フ
ァッ

シ
ョン
ウ
ィ
ー
ク
東
京(

Ｒ
Ｆ
Ｗ
Ｔ)

」を
中
心
イ
ベン

ト
と
し
な
が
ら
10
月
14
〜
20
日
、渋
谷
ヒ
カ
リ
エ

と
表
参
道
ヒ
ル
ズ
を
主
会
場
に
開
か
れ
た
。
オ
ン

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、42
ブ
ラ
ン
ド
が
シ
ョ
ー
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、前
後
の
週
に
も
複
数

の
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
て
お
り
、本
誌
で
は
こ
れ
ら
を

含
め
て
東
京
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
レ
ポ
ー
ト
す

る
。

　
ま
ず
は
、前
回
と
比
べ
て
オ
ン
ス
ケ
の
シ
ョ
ー
が

減
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
安
全
面
と
演
出
な
ど

の
強
化
の
た
め
、ヒ
カ
リ
エ
の
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
解
消
し
、1
日
の
シ
ョ
ー
回
数
を
減
ら
し
た
と

の
こ
と
だ
が
、実
際
に
は
申
し
込
ん
で
き
た
数
が

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
浸
透
進
む

東
京
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

STA
IR

N
O

BU
Y

U
K

I M
A

TSU
I

TH
E RERA

C
S

RA
IN

M
A

K
ER

ペールトーンにのせたロマンチックな紳士服を発表した「ミスタージェントルマン」（オオスミタケ
シ・吉井雄一）。華奢なチェック柄のシースルーシャツやポンチョジャケット、ハイウェストパンツ
などレディライクな装いに落とし込んだ。後半は「ヨシコクリエーション」とコラボしたジュエル
パーツの装飾アイテムや、カラフルなタイダイ染めなどネイティブなルックも登場した。

M
ISTERG

EN
TLEM

A
N

「ノントーキョー」（市毛彩乃）は、ワークウェアをベースに大振りのギャザーやAラインで見せるボ
リュームスタイルを提案した。花のスタンプをのせた迷彩柄やパンプスとスニーカーのドッキン
グシューズなどリメイクアイテムが揃って楽しい。テキスタイルの一部にリサイクル素材を使用す
るなどサスティナビリティーへの関心も感じられる。

N
O

N
 TO

K
YO

4年振りにショーを行った「メルシーボークー，」（宇津木えり）は、ラップの心地良いリズムに乗せ
てモデルが登場。ファーストルックは空気いっぱいに揺れるシャツワンピ。パステルやブライト
調のカラーでまとめ、春らしいスタイルを提案した。招待状にも描かれた富士山をモチーフにし
たテキスタイルが小粋にコレクションを彩った。

「バルムング」（ハチ）は、太いリブやブルーデニム、ナイロン、アルミなど多彩なマテリアルをコ
ラージュしたルックを並べた。「田舎育ちの自分が当時向き合ってきたファッションをイメージし
た」とハチ。会場には障子枠や家具、ゲーム機などをセメントで固めたインスタレーションを設置
し、ノスタルジーな空間を演出した。
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「チノ」（茅野誉之）は、スカーフやバスクシャツ、
マリンアイテムなどフレンチシックの要素をリデ
ザインしたレイヤードスタイルを提案。ロング丈
やパンツルックでミニマルにまとめる「フレンチ
カジュアル」に仕上げた。トリコロールカラーの
プリントスカーフやタイダイシャツなどオリジナ
リティー溢れるテキスタイルも目を引いた。
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毎シーズン、色とりどりのビンテージルックが注
目を集める「チルドレン・オブ・ザ・ディスコー
ダンス」（志鎌秀明）。定番のパッチワークシリー
ズは豪華なタペストリーやスカーフ、スラッシュ
キルトのバンダナなどラインナップを増やし、ハ
イセンスなテキスタイルに仕上げる。ロザリオや
ビーズ装飾、アクセサリーを光らせ色気たっぷり
に見せた。
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ァッ
シ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク

（
以
下
Ｎ
Ｙ
Ｆ
Ｗ
）は
９
月
６
日
か
ら
６
日
間
に

短
縮
さ
れ
開
催
さ
れ
た
。
13
年
間
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ａ
の

会
長
を
務
め
た
ダ
イ
ア
ン
・
フ
ォ
ン
・
フ
ァ
ス

テ
ン
バ
ー
グ
か
ら
会
長
職
が
ト
ム
・
フ
ォ
ー
ド
へ

交
代
と
な
っ
た
。

　
大
き
な
変
化
は
シ
ョ
ー
の
見
せ
方
の
多
様
性

で
あ
る
。
60
ブ
ラ
ン
ド
が
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ

ン
グ
を
行
い
、リ
ア
ー
ナ
の
ブ
ラ
ン
ド
の「
フ
ェ

ン
テ
ィ
×
サ
ヴ
ェ
ー
ジ
」は
ア
マ
ゾ
ン
プ
ラ
イ
ム

ビ
デ
オ
で
Ｎ
Ｙ
Ｆ
Ｗ
閉
幕
の
１
週
間
後
に
有
料

の
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
。

　
開
催
の
直
前
に
話
題
と
な
っ
た
の
は「
プ
ラ

バ
ル•

グ
ル
ン
」を
は
じ
め
と
す
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

な
ど
の
人
権
運
動
に
積
極
的
な
ブ
ラ
ン
ド
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
達
が
、ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
で
の
開
催
を

中
止
し
た
こ
と
だ
。
理
由
は
こ
の
再
開
発
を
手

が
け
た
不
動
産
開
発
業
者
、リ
レ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・

カ
ン
パ
ニ
ー
ズ
の
会
長
で
、Ｎ
Ｆ
Ｌ
の
マ
イ
ア

ミ
・
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
大
富

豪
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ロ
ス（Stephen Ross

）

氏
が
、ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
再
選
に
積
極
的
に

協
力
し
た
た
め
、反
ト
ラ
ン
プ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

は
会
場
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、ス
テ
フ
ァ
ン
・
ロ
ス
氏
の
夫
人
で
あ

る
カ
ラ
・
ロ
ス
氏
が
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ａ（
ア
メ
リ
カ

フ
ァッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
議
会
）の
役
員
を

務
め
て
い
る
と
し
て
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ａ
を
退
会
す
る
デ

ザ
イ
ナ
ー
も
出
て
い
る
。

　
フ
ァッ
シ
ョ
ン
業
界
は
ア
ン
チ
ト
ラ
ン
プ
政
権

で
あ
る
よ
う
だ
が
、ト
レ
ン
ド
は
、ア
メ
リ
カ
の

現
状
を
憂
う
よ
う
に「
パ
ト
リ
オ
ッ
ト(

愛
国

者)

」を
前
面
に
出
し
た
。
星
条
旗
を
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
ー
ス
と
し
た
ア
イ
コ
ニ
ッ
ク
な
一

面
が
目
を
引
い
た
。

　
同
時
に
、「
エ
コ
」、「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
ー
」は
も
は
や
避
け
ら
れ
な
い
ト
レ
ン
ド
と

い
え
る
。
究
極
的
な
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー

は
長
く
着
ら
れ
る
上
質
な
ベ
ー
シ
ッ
ク
ア
イ
テ

ム
だ
と
い
う
、至
極
当
た
り
前
の
こ
と
に
回
帰

さ
せ
ら
れ
た
。
我
々
フ
ァッ
シ
ョ
ン
業
界
に
従

事
す
る
人
間
を
自
嘲
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

洋
服
が
目
立
っ
た
こ
と
も
印
象
に
残
る
。

Te x t  :  布矢 千春（ファッションジャーナリスト・ドレスメーカー学院 院長）

スポーツテイストの中に新しい流れが生ま
れてきた。クラス感のあるポロ、ヨットやテ
ニスなどの競技はもちろんのこと、ラグジュ
アリーな観戦スタイルが台頭した。Vネック
ラインのチルデンセーター、リラックスパン
ツ、キャップがキーアイテム。

Courtside
コートサイド

©KOTARO OHASHI

LGBTQなどの存在感が年々増すNYで、マ
スキュリンなハードアイテムをフェミニンな
ディテールでまとめ上げるのが新しい。メ
ンズライクなアイテムをオーガンジーやサ
テンなどの光沢感のある素材に、女性らし
い色彩を用いて魅せるスタイリングもある。

Gender Neutral
ジェンダー・ニュートラル

©PRABAL GURUNG

数シーズン継続で人気の80'sファッション
だが、スタジオ54に代表されるディスコ調
のギラギラした感じが薄れ、芯の強い女性
を彷彿させるルックスや、アルバムの中の
母がお出かけの時に着るような洗練された 
ノスタルジックな傾向も見られた。

Refined Nostalgia
リファインド・ノスタルジア

©TORY BURCH

MICHAEL KORS PRABAL GURUNG TORY BURCH R13

©R13

溢れ出る愛国心をストレートに表現するア
イコニックな赤×青×白、スター＆ストライプ
を用いた洋服が多く見られた。実際の星条
旗に使われているパラシュートクロスを
使ったものから、コットン、レザーまで、そ
の素材感は多岐にわたる。

Patriots Mind
パトリオット・マインド

PariSnap

雨が降ったり止んだりと、傘が手放せず肌寒い天候に見舞わ
れたパリファッションウィークでしたが、秋ファッションを楽
しむには快適のオシャレ日和。会場に集まるファッショニス
タはジャケットスタイルが大多数。数シーズン続いたストリー
トブームがすっかりシックに落ち着きました。ロング丈のジャ
ケットにニーハイブーツを合わせたり、セットアップでトラッ
ドにきめたり。色柄は控え目で、ミニバッグやアクセサリー
をアクセントにしたスタイリングが目を引きます。レザーアイ
テムの着こなしは、肌見せやシフォンブラウスとのコンビで
フェミニンに取り入れるのが主流。足元はスニーカーよりピ
ンヒール、同色コーディネートも目立ちました。

パリコレクション会場スナップ

Text : Sakura Tsuchiya  Photo : Takanori Ohtsubo
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NEW YORK COLLECTION
キーワードは、ダイバーシティ、サスティナブル、パトリオット
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1617 Text : ファッションディレクター 萩原輝美

©PRADACourtesy of Gucci©CHANEL

CHANELLOEWE SACAI NOIR KEI NINOMIYA CHRISTIAN DIOR FENDI GUCCI PRADA

装
飾
が
消
え
、シ
ン
プ
ル
で

フ
ェ
ミ
ニ
ン
な
ス
タ
イ
ル
が
注
目
で
す

MILAN PARIS
2020 SPRING&SUMMER PRÊT-À-PORTER COLLECTION

20
年
春
夏
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
麻
や
綿
を
さ
ら
り
と
着
こ
な
す

の
が
お
し
ゃ
れ
で
す
。
ピ
ュ
ア
ホ
ワ
イ
ト
の
エ
ア
リ
ー
ド
レ
ス

に
ラ
フ
ィ
ア
の
帽
子
が
お
す
す
め
で
す
。

　

萩
原
輝
美
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

ガ
ー
リ
ー
ス
タ
イ
ル
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
デ
ィ
オ
ー
ル
」の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
テ
ー
マ
は
「
ガ
ー
デ
ン
」で

す
。
パ
リ
・
ブ
ロ
ー
ニュの
森
近
く
の
特
設
会
場
の
中
は
木
々

が
会
場
いっ
ぱ
い
に
そ
び
え
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ガ
ー
デ
ン

の
中
を
モ
デ
ル
た
ち
は
散
歩
す
る
よ
う
に
歩
き
ま
す
。

フ
ァ
ー
ス
ト
ル
ッ
ク
は
麻
の
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
の
コ
ン
ビ
ネ
ゾ
ン
。

ス
テ
フ
ァ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
ラ
フ
ィ
ア
の
帽
子
と
メ
ッ
シ
ュの
ア

ン
ク
ル
ブ
ー
ツ
が
ナ
チ
ュ
ラ
ル
感
を
添
え
ま
す
。
ラ
フ
ィ
ア
の

ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
に
は
刺
し
ゅ
う
を
重
ね
ク
チ
ュ
ー
ル
技
を
加

え
て
い
ま
す
。

　
「
ノ
ワ
ー
ル
・
ケ
イ
・
ニ
ノ
ミ
ヤ
」は
今
シ
ー
ズ
ン
、黒
に
加

え
グ
リ
ー
ン
の
ド
レ
ス
を
並
べ
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
が
枯
れ
て

茶
色
や
ミ
ッ
ク
ス
の
色
調
に
な
る
変
化
を
ボ
リ
ュ
ー
ム
ド
レ
ス

に
表
現
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ッ
ド
ド
レ
ス
に
は
ヤ
シ
の
葉
や
グ

リ
ー
ン
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
サ
カ
イ
」は
、地
球
プ
リ
ン
ト
の
シ
フ
ォ
ン
ド
レ
ス
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
ウ
ェ
ア
や
ニッ
ト
を
合
わ
せ
た
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
ス
タ
イ
ル
に
シ
ル
ク
シ
フ
ォ
ン
を
加
え
て
ぐ
っ
と
シ

ン
プ
ル
に
フ
ェ
ミ
ニ
ン
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ヴ
ィ
ル
ジ
ニ
ー
・
ヴ
ィ
ア
ー
ル
に
よ
る
初
め
て
の
春
夏
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
発
表
し
た
「
シ
ャ
ネ
ル
」は
、グ
ラ
ン
・
パ
レ
に
パ

リ
の
街
並
み
の
屋
根
を
設
え
ま
し
た
。
そ
の
屋
根
伝
い
に
モ

デ
ル
が
ノ
ン
シ
ャ
ラ
ン
と
歩
き
ま
す
。
ツ
ィ
ー
ド
の
シ
ョ
ー
ト
パ

ン
ツ
の
コ
ン
ビ
ネ
ゾ
ン
に
タ
ッ
ク
フ
レ
ア
の
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
と
、フ

レ
ッ
シ
ュ
な
パ
リ
ジ
ェン
ヌ
ス
タ
イ
ル
が
並
び
ま
し
た
。

　
「
ロ
エ
ベ
」は
、何
種
類
も
の
繊
細
な
レ
ー
ス
を
は
め
込
ん

だ
エ
ア
リ
ー
ド
レ
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
ラ
ッ
フ
ル
襟
や
バ
イ

ア
ス
に
接
い
だ
ス
カ
ー
ト
に
は
、羽
や
パ
ー
ル
を
使
っ
た
メ
ゾ
ン

の
ク
ラ
フ
ト
ワ
ー
ク
が
加
わ
り
ま
す
。
そ
の
繊
細
で
流
れ
る

よ
う
な
ド
レ
ス
は
今
の
時
代
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
を
感
じ
ま

す
。
ピ
ュ
ア
ホ
ワ
イ
ト
の
ド
レ
ス
に
黒
の
バッ
グ
や
シ
ュ
ー
ズ
が

エッ
ジ
を
効
か
せ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
春
夏
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」。
自
然
と
向
き
合
う
フ
ァッ
シ
ョ
ン
が

主
役
に
な
り
そ
う
で
す
。
太
陽
の
光
を
浴
び
て
反
射
す
る

ピ
ュ
ア
ホ
ワ
イ
ト
。
風
に
そ
よ
ぐ
柔
ら
か
な
生
地
や
シ
ル
エッ

ト
で
、空
、海
、風
、大
地
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
並
び
ま
し
た
。
先
シ
ー
ズ
ン
台
頭
し
た
フ
ェ
ミ
ニ

ン
な
ス
タ
イ
ル
は
さ
ら
に
軽
や
か
に
な
っ
て
登
場
し
て
い
ま

す
。

　

も
う
一つ
の
特
徴
は
「
シ
ン
プ
リ
シ
テ
ィ
ー
」装
飾
が
消
え

シ
ン
プ
ル
な
ス
タ
イ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
ス
タ
映
え
の

ル
ッ
ク
に
食
傷
気
味
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
柄
や
装
飾
で

は
な
く
、服
自
体
の
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
目
立
っ
た
の
が
今
シ
ー
ズ
ン
の
特
徴
で
す
。

　
「
プ
ラ
ダ
」は
静
か
な
余
韻
を
残
す
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
発
表

し
ま
し
た
。
毎
シ
ー
ズ
ン
18
時
か
ら
始
ま
る
シ
ョ
ー
は
今
回

16
時
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
会
場
の
フ
ォ
ン
ダ
シ
オ
ン
プ
ラ
ダ
に

燦
々
と
夕
日
が
差
し
込
み
ま
す
。
フ
ァ
ー
ス
ト
ル
ッ
ク
は
シ
ン

プ
ル
な
グ
レ
ー
の
ポ
ロ
ニ
ッ
ト
に
麻
の
A
ラ
イ
ン
ス
カ
ー
ト
で

す
。「
な
ん
と
も
シ
ン
プ
ル
！
」。
着
る
人
の
心
地
よ
さ
を
感

じ
さ
せ
る
ス
タ
イ
リ
ン
グ
が
続
き
ま
す
。
太
陽
の
光
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ゴ
ー
ル
ド
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
引
き
立
て
て
い
ま

し
た
。

　
「
グ
ッ
チ
」か
ら
届
い
た
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
シ
ン
プ
ル
な

カ
ー
ド
の
入
っ
た
小
さ
な
封
筒
で
す
。
い
つ
も
そ
の
大
き
さ

や
奇
を
て
ら
っ
た
形
状
に
圧
倒
さ
れ
る
の
で
す
が
、不
気
味

な
ほ
ど
シ
ン
プ
ル
で
す
。
モ
デ
ル
は
動
く
歩
道
に
乗
っ
て
登

場
し
ま
し
た
。
装
飾
や
柄
の
な
い
テ
ー
ラ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

に
70
年
代
風
フ
レ
ア
ー
パ
ン
ツ
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
カ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ド
レ
ス
な
ど
シ
ル
エッ
ト
で
見
せ
る
ル
ッ
ク
が
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
の
冴
え
を
強
調
し
ま
す
。

　

カ
ー
ル
・
ラ
ガ
ー
フ
ェ
ル
ド
の
逝
去
で
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
フ
ェ
ン

デ
ィ
1
人
に
よ
る「
フ
ェン
デ
ィ
」の
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、ぐ
っ
と
軽
く
モ
ダ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
ガ
ン
ジ
ー

に
花
プ
リ
ン
ト
を
乗
せ
た
コ
ー
ト
と
同
じ
柄
の
バッ
グ
の
ル
ッ

ク
は
キ
ュ
ー
ト
で
す
。
シ
ー
ス
ル
ー
の
ソ
ッ
ク
ス
と
サ
ン
ダ
ル
が

“  自然をテーマにしたコレクションが 旬  ”
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#セペルデュ #séperdu
青木未来乃と垣本佳奈子のデビュー
ショーは、花柄モチーフのカットアウ
トが印象的

#セドリック･シャルリエ #cédriccharlier
ペーズリー、マクラメ、ウェスタンモチーフをさり
げなく取り入れた大人服を披露

#トムブラウン #thombrowne
中世の舞踏会を思わせるヘアスタイルやパニエなど
を盛り込みつつ、現代的な素材でおとぎの国を再現

#マメ･クロゴウチ
#mamekurogouchi
ネットのような素材で透け感
を出した

#イッセイミヤケ #isseymiyake
帽子と丸いワンピースが天井から降りてきて、モデルがその
下からすっぽりと入ってしまう度肝を抜く演出

#ルッツ･ヒュエル #lutzhuelle
オーガンジーのパフスリーブが清
楚な印象を与えるエレガンススタ
イル

#ロク #rohk
切り替えが相変わらず絶妙

2019年9月23日からスタートするパリの2020年春

夏ウィメンズファッションウイークに向けて、1日早め

にパリ入りしたこともあり、前日の22日に行われたオ

フスケジュールにデビューを果たした日本人デュオ

「セペルデュ」のショーから「パリコレ仕事始め」となっ

た。卒後間もない女性二人のコレクションには、カッ

トアウトや大きなスリットなどトレンドも盛り込まれ、

若 し々く清新な気持ちが飛び込んでくるようだった。

さて全体的には、凝ったデザインや多色使いの得意

なブランドでも大人っぽいシンプルな傾向やカラフル

でもパステル系、ビタミン系の単色でまとめ上げた単

品やセットアップへとシフトチェンジした感がある。個

人的には面白さに欠けた気もするのだが、それもトレ

ンドという事なのだろう。

週末から開かれたトレードショーは、「プルミエールク

ラス」「トラノイ」「ウーマン」の主要3展とも出展者数

を減らし、総出展者数は873社、前年比14.7%減、

4年前と比べると37.6%減とほぼ6掛けとなってし

まった。そんな中で、リゾートファッションをテーマに掲

げた「スプラッシュ・パリ」が133社を集め、トレード

ショーの一角にのし上がってきたのは特筆すべき点と

言える。

杉野服飾大学パリ研修旅行生4人とともに、30本

のショーと数々のプレゼンテーション、展示会を駆け

巡った10日間のほんの一部を紹介する。

オン・オフ入り乱れて、
トレードショーまで

駆け抜けた!!

# P F W 2 0 S S

@seperdu.jp

@cedriccharlierofficial@thombrowneny

www.isseymiyake.com

@lutz_huelle_official

@mamekurogouchi

@rokhofficial

9/22 SUN

9/28 SAT9/29 SUN

9/23 MON

9/27 FRI

#ビューティフルピープル #beautifulpeople
24通りの着方ができる服ということで、ショー後には熊切
秀典デザイナー本人が解説

#クレージュ #courreges
サンマルタン運河畔をランウェ
イにし、モデルは船から登場と
いうスペクタクルショー

#ワイ/プロジェクト #yproject
歪みや捻りの効いたアイテムがたくさん

メトロ移動で間に合わないと判断
した時には、このシェアリング電
動スケーターを使う小技も

#ムーホン #moohong
テーラードジャケットとシャツが
交錯したトップスアイテムに凄
みを感じた

#トラノイ #tranoi
343ブランド（前年比22.4%減）

#ウーマン #mamwomanshows
80ブランド（前年比5.9%減）

#プルミエールクラス #premiereclasse
442ブランド（前年比11.5%減）

#スプラッシュ ･パリ #splashparis
133ブランド

#コシェ #koché
ポンピドゥーセンターの図書室の超長
～いランウェイで、フィナーレにはす
べてのモデルが本を抱えて登場

#アンリアレイジ #anrealage
今回は、上下左右から見た時の歪み
をそのまま表現するというギミックが
テーマに

@beautifulpeople_officialsite

@anrealage_official @koche

@courreges

@yproject_official

@moohong_official

@premiereclasseparis

@manwomanshows

@splash.paris

9/30 MON

9/25 WED 9/26 THU

9/24 TUE

TRANOI

WOMAN

Premiere Classe

SPLASH PARIS

@tranoi_show

# T R A D E S H OW S
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東京ストリートファッションをブログ媒体を通じ世界中に発信するパイオニア、
シトウレイさんが世界のストリートをキャッチ

こんにちは！ シトウレイです

©Hiroshi Shimizu

べきはその価格設定、肩ひじ張らないリーズナブル。
「物に見合った値段（価値と値段が対応した）で買ってほしいか
ら、値段に関して付加価値みたいなのを付けたくないんです。個
人的には『付加価値を付けて売る方法』は、もう通用しないと
思ってて。付加価値はそれが『付加』であるのがわかっちゃうとサ
ムいじゃないですか。だったら全部イーブンに見せてファッション
やりたいなって。」
お客様とショップの関係性においてこのお店は考え方が一歩先
を行ってる！いまのお客さんは本当に目が肥えている＆情報収集
能力もSNSの出現によって飛躍的に伸びているからこそ、上下の
関係値ではなく、イーブンでフラットな関係値でお客さんと向き
合う。憧れではなく共感で物が買われる時代における、ショップ
のあり方を感じました。
面白いセレクトショップ＆気概溢れるオーナー達に会いに行き、
ファッションの楽しさや可能性を是非実際に味わってみてもらえ
たらと思います！
ではでは今日はこの辺で。また次回お会いしましょう！

東京ストリートの「今」がわかる
注目セレクトショップを紹介! 【後編】
シトウレイです、こんにちは！
個人規模でのセレクトショップのご紹介後編、まずは原宿の裏通
りにあるDoller context（写真左）、疋田くん＆伊藤くん（ともに
30歳）がやってるメインはセレクトビンテージ。「時代や国に関係
なく、作り手の想いを大事に汲みとり、その気持ち含めて僕たち
が集めた『服』を、次に着ていただけるお客様に、心を込めて伝
えていきたいんです。一瞬だけの物質の豊かさだけでなく、長く
続く心の豊かさを洋服を通して知ってもらいたくて」。トレンドと
か売れ線とか所謂「ミズモノ」なアイテムが一切ない、純粋に服、
そしてブランドのクリエイションがそろうお店と彼らの志。そのエ
モさに久しくない「セレクトショップとしての気概」を垣間見まし
た！
次は原宿の外れのアパートの一室、去年の７月にオープンした
the elephant（写真下）。オーナーの折見くん（３０歳）。刮目す

夢と希望と情熱の全国高等学校ファッションデザイン選手権大会 

高校生ページ第24弾は、前号で紹介した『ファッション甲子園』の結果を報告します。
応募総数2771点、一次審査で27都道府県34チームが入選して最終審査に臨みました。

2019 年 8 月 25 日　青森県弘前市民会館　主催 : 弘前商工会議所・青森県アパレル工業会・青森県・弘前市 

県立岡山南高等学校（岡山県）

テーマ UNIT

約
8
0
0
個
の
三
角
は
手
縫
い
!

２
年
連
続
で
準
優
勝
!

学校法人舘田学園五所川原第一高等学校（青森県）

テーマ わだば縄文人さなる
白鵬女子高等学校（神奈川県）

テーマ 未来像

前
号
で
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材
の
高
校
は
み
ご
と
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テーマ 羞花閉月
県立屋代南高等学校（長野県）

テーマ 夕凪
宇部フロンティア大学付属香川高等学校（山口県）

テーマ Mizuhiki
東北生活文化大学高等学校（宮城県）

テーマ 竹取の翁
県立松山工業高等学校（愛媛県）

テーマ Livrason postale
市立札幌旭丘高等学校（北海道）

キラリ賞
（大会出場教員が選ぶ一番輝いていた作品）

審査員長（大塚陽子）特別賞 ゲスト審査員特別賞
（メルシーボークー賞）

審査員特別賞
（ガッツダイナマイトキャバレーズ賞）

審査員特別賞
（原由美子賞）

守本：ファッションデザイナーにな
りたいので、専門学校に進学します。
藤田：剣道を習っているので、警察
官になりたいと思っています。

将来の夢は？

2,400 枚の色紙を折って作った約
800 個の三角錐を、黒いワンピー
スの上に全て手縫いで留め付けまし
た。和をテーマにまとめています。

作品について

21 20



青野賢一
Kenichi Aono

セレクトショップBEAMSにて、
個人のソフト力を主に社外のク
ライアントワークに生かす〈ビー
ムス創造研究所〉のクリエイティ
ブ ディレクターと音 楽 部 門

〈BEAMS RECORDS〉のディ
レクターを務める。
www.beams.co.jp

音楽はネットでタダで聞くものでしょ ! という時代に、少しでも多くの人が作品を聴いてみたい、
手元に置いておきたいと思えるように、毎回 アーティストにフォーカスしてその魅力に迫ります。

Matthew Stone

著者：堀畑 裕之
発行所：株式会社トランスビュー　2,700円（税別）

「言葉の服
−おしゃれと気づきの哲学」
著者は、大学院まで哲学を学び、そこから服飾
の世界に転じた後、「日本の美意識が通底する
新しい服の創造」をコンセプトとしたブランド

「matohu(まとふ)」を立ち上げた。その方法は、
「言葉から服を生み出す」というもの。この本は

気鋭のファッションデザイナーが紡ぐ、服と生活
を考えるための哲学的エッセイ集。

著者：ミナ ペルホネン
発行所： Rizzoli New York　8,700円（税別）

「ripples」
ripples（さざ波）と名付けられたこのビジュアルブッ
クは、「minä perhonen（ミナペルホネン）」のデザ
インのあり方「思考し、芯を持ちながらも、日々に
そっと穏やかで温かな思いを添えるものでありたい
という願い」を表現したもの。テキスタイルとその原
画、スケッチ、工場での制作風景、レター、ブランド
の世界を改めて集め一冊の中に閉じこめている。 
ページをめくる際の紙の手触りとともに楽しみたい。

TO P I C  1 編集スタッフいち押し本を紹介!

FKA twigs（FKAツイッグス）：ジャマイカとスペインにルーツを持つ、イギリス･グロスタシャー出身のシンガー ･ソ
ングライター。2012年にEP『EP1』をセルフリリース。翌年『EP2』をロンドンの先進的なレーベル〈Young Turks〉
から発表した。2014年リリースの『LP1』は同年の英マーキュリー賞やブリット･アワードにもノミネートされた。

音楽、ファッション、アート、テクノロジーをつなぐそのアプローチから「未
来から来たR&B」とも称されるFKAツイッグス。いくつかのアワードにもノ
ミネートされた傑作デビュー ･アルバム『LP1』（2014）から約5年を経て、
セカンド･アルバム『MAGDALENE』（Young Turks ／ BEAT RECORDS）が
11月8日に発売となった。本作には、現在のエレクトロニック･ミュージッ
ク界を代表する若き才能、ニコラス･ジャーをはじめ多数のアーティスト
が参加。プロデュースはFKAツイッグス本人に加え、テイラー ･スウィフト
などの仕事で知られるジャック･アントノフが名を連ねている。
アルバムタイトルの“MAGDALENE”とは「マグダラのマリア」のこと。イエ

ス･キリストが悪霊から救った女性である。FKAツイッグスは、このアルバ
ムの制作期間中に子宮の腫瘍を摘出するなど、肉体的にも精神的にも辛
い時期を過ごしたというが、そうした点からみても本作は「自己の救済」

「救済を経た再生」という印象がある。それだからか、どこか悲しみを湛え
たかのようなボーカル、抑制の効いたサウンドが、聴く者の心にじんわり
沁み入るようだ。収録曲のMV（「home with you」は自ら監督を務めた）
ではそれぞれの楽曲の世界を見事に引き出し、拡張してみせた。テクノロ
ジーに溺れず、自己の美意識や表現を突き詰めるFKAツイッグス。本作も
必聴といわざるを得ない。

悲しみ、痛みからの救済と再生

映画パーソナリティー襟川クロさんの連載企画、第34弾。
ストーリー批評は他にまかせて、とにかくファッションに注目！な作品を紹介します。

襟川クロ
Kuro Erikawa

年間600本近い作品を見て、ラ
ジオ、TV、雑誌、会見やイベン
トの司会にインタビューと映画
ベッタリの人生を送る日々。犬
が出てくると評価が甘くなる・・・
そんな襟川クロですが、どうぞよ
ろしく。

お暇ならどうぞ

TO P I C  2 都 内 で 開 催 さ れ る 注 目 の 展 覧 会

2019年11月16日（土）～ 2月16日（日）
休館日：月曜日（2020年1月13日は開館）､
2019年12月28日（土）～ 2020年1月1日（水）､ 1月14日（火）
開館時間：10:00 ～ 18:00　一般1,500円 / 大・専1,000円・高600円
会場：東京都現代美術館　企画展示室3階
Tel：03-5777-8600（ハローダイヤル）

「せめて100年つづくブランドに」という思いでファッションか
らスタートし、長年着用できる普遍的な価値を持つ「特別な
日常服」をコンセプトとし、独自のものづくりを続けてきた。
本展ではインテリアや生活全般への活動を含め、皆川明の
挿絵など創作の背景を浮き彫りにする作品群や資料も併せ
て展示する。

「ミナ ペルホネン／皆川明　つづく」

「サイゴン・クチュール」 一食抜いてでも是非!

12月21日（土）より新宿K’s cinemaほか全国ロードショー　©STUDIO68

私事ですいませんが、近所のショップでアオザイに目を奪われ即ゲット。奇跡のようなフ
ィット感に酔いながら、たとえ胸はブカブカでもティッシュを詰めれば何とかなると出番
待ち。だけど・・いつ着る？と映画にカブれてその気になる癖を反省しています。実は

「サイゴン・クチュール」がその元凶。だって可愛くてポップでちょっと感動的なんだも
の・・ってことで元気力アップの“ファッション・ファンタジー ”の登場です。
舞台は1969年のサイゴン。代々続くアオザイ仕立屋の娘ニュイは60年代ファッションに
夢中のギャル。「家業は古くさい！」と母親とモメてばかりです。が、ある日突然タイムスリ
ップして現代へ。そこは地味〜なおばちゃんが住むボロボロに変わり果てた我が家。「エ
ッ、アナタは・・あたし？」キラッキラの若い自分と老けた自分が同じ世界にいるのはヘ
ンだけど、そこが本作のポイント。コミカルな展開を楽しんじゃいましょう。にしても酷い
状況は大ショック。なのでン十年の間に何があってなぜそんな私になったのか人生見つ
め直しの日々がスタートです。縁あってファッション界で働き始めるニュイ。遂に「古い」
としか思わなかったアオザイの魅力に気付き、母の想いを知る事になる訳ね。
新旧サイゴンのファッション・カタログみたいにカラフルな衣装が満載です。60年代から
今風デザイナーズ・ブランドまで、レトロ＆モダンなコスチュームだらけ。アオザイの魅
力もたっぷり。特に採寸から裁断縫製まで丁寧に見せるメイキングシーンは美しすぎ！

「シティーハンター THE  MOVIE
 史上最香のミッション」
日本発の人気アニメ「シティーハンター」がフランスで実写化。「大丈夫ですか〜」の声が
ガンガン聞こえてきそうなコレ。が、監督の熱烈原作愛と下ネタ連打の吹替版に苦笑失
笑大爆笑です。物語はサブタイトルの「史上最香のミッション」そのまんま。敏腕のスイ
ーパー・りょうと相棒の香がある液体の奪回に挑むというシンプルさ。その液体を体に着
けると目の前の誰かを虜にしてしまう「キューピットの香水」。男女関係なし。アヒルも犬
も。だから笑うっきゃないです。で、ファッション・チェック。アイテムが多くないのは仕
事に生きる情熱の証（？）。予算の都合かリアリティーなのかはファジーですがワンアイテ
ムを着回す知恵と工夫が漂います。りょうの基本はほぼ赤のTシャツと水色のジャケット。
色の組合せの賛否はこの際どーでもよくて、腕のあたりのキチキチ感が気になります。そ
れでキレッキレのアクションをやっているんだから凄い！たぶん撮影中に破れたと思う
な。そして香の場合はショート丈のスタジャンが定番。普段もミッションの時も、セクシー
な真紅のドレスの時でさえ羽織っている。こういう着こなしもあり？参考にします。そうそ
う二人がパーティーに参加する時のフォーマル・ファッション。イケてました。 11月29日（金）全国ロードショー　配給：アルバトロス・フィルム　©AXEL FILMS PRODUCTION - BAF PROD - M6 FILM

「ミナ ペルホネン／皆川明  つづく」「奈良原一高のスペイン  ｰ約束の旅」2つの展覧会チケットを5組10名様にプレゼント! ①メールの件名に「ファッション力 vol.45 展覧会チケットプレゼント」と 
記入 ②本文欄に「住所･氏名･年齢･電話番号･職業･希望の展覧会名」を書いて12月27日までに publish@sugino.ac.jp へお送りください。※当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせて頂きます。 

「奈良原一高のスペイン　−約束の旅」
人間が生きる条件とは何かを思索しながら、戦後日本の新しい写
真表現を切りひらいた奈良原一高（1931 〜）。本展は1960年代の
シリーズ「スペイン　偉大なる午後」と、同時期の異色ともいえる
シリーズ「ヨーロッパ・静止した時間」に着目し、135点の作品で
奈良原の「約束の旅」の軌跡をたどる。
2019年11月23日（土・祝）～ 2020年1月26日（日）
休館日：月曜日、2019年12月29日（日）～ 2020年1月3日（金）
開館時間：10:00 ～ 18:00
入場料：一般1,000円 / 大・高800円
会場：世田谷美術館　1階展示室
Tel：03-5777-8600（ハローダイヤル）
《フィエスタ セビーリャまたはマラガ》〈スペイン 偉大なる午後〉より 1963– 65年 ©Ikko Narahara
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